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子
宮
頸
が
ん
検
診
の
方
法
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

子
宮
頸
が
ん
は
、
子
宮
の
入
り
口
で
あ
る
子
宮
頸
部
に
で
き
る
が
ん
で
、
日
本
で
は
毎
年
一
万
人
以
上
が
新
た
に
子
宮
頸
が

ん
と
診
断
さ
れ
、
年
間
三
千
人
近
く
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。 

 

厚
生
労
働
省
は
、
平
成
二
十
五
年
か
ら
約
九
年
に
わ
た
っ
て
差
し
控
え
ら
れ
て
い
た
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
以
下
、

「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
」
と
い
う
。
）
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
の
積
極
的
な
接
種
勧
奨
を
、
令
和
四
年
四
月
か
ら
再
開
し
た
。
同
時
に
令
和
四

年
四
月
か
ら
、
定
期
接
種
の
機
会
を
逃
し
た
方
を
対
象
に
、
公
費
助
成
で
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
受
け
ら
れ
る
「
キ
ャ
ッ

チ
ア
ッ
プ
接
種
」
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
意
義
が
あ
る
も
の
の
、
検
診
に
つ
い
て
は
不
十
分
と
考
え
る
。 

 

子
宮
頸
が
ん
は
、
早
期
に
発
見
で
き
れ
ば
、
命
や
子
宮
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
。
就
労
や
結
婚
、
出
産
、
子
育
て
な
ど
、
女

性
に
と
っ
て
大
き
な
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
迎
え
る
時
期
で
の
発
症
率
が
高
い
た
め
、
十
代
か
ら
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ

る
予
防
と
と
も
に
、
二
十
歳
か
ら
は
定
期
的
な
子
宮
頸
が
ん
検
診
（
二
年
に
一
回
）
を
受
け
早
期
発
見
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
非

常
に
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
に
お
い
て
行
わ
れ
る
の
は
ほ
と
ん
ど
が
細
胞
診
の
検
査
で
あ
り
、
ウ

イ
ル
ス
検
査
ま
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
国
が
が
ん
検
診
と
し
て
子
宮
頸
部
細
胞
診
を
推
奨
し
て

い
る
た
め
で
あ
り
、
「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
を
含
む
方
法
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
単
独
・
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
と
細
胞
診
の
同
時
併
用
法
・
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検



 

２ 

 

査
陽
性
者
へ
の
細
胞
診
ト
リ
ア
ー
ジ
法
）
は
死
亡
率
減
少
効
果
の
有
無
を
判
断
す
る
証
拠
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
、
対
策
型
検

診
（
住
民
検
診
）
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
は
勧
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
」
（
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

と
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

最
近
の
調
査
に
よ
る
と
、
「
細
胞
診
」
が
陰
性
の
中
に
も
一
部
、
前
が
ん
病
変
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
こ

の
た
め
、
「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
」
も
併
せ
て
受
診
す
れ
ば
よ
り
子
宮
頸
が
ん
の
リ
ス
ク
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ア
メ
リ
カ

の
子
宮
が
ん
検
診
で
は
、
三
十
歳
以
上
の
女
性
に
「
細
胞
診
」
と
「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
」
の
併
用
が
積
極
的
に
推
奨
さ
れ
て
い
る
と

承
知
し
て
い
る
。 

 

日
本
で
も
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
、
日
本
婦
人
科
が
ん
検
診
学
会
等
の
学
術
団
体
や
日
本
産
婦
人
科
医
会
な
ど
の
検
診
を
実

行
し
て
い
る
団
体
で
は
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
は
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
併
用
検
診
を
強
く
推
奨
し
て
い
る
。 

 

右
を
踏
ま
え
て
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

現
在
、
各
自
治
体
の
行
う
子
宮
頸
が
ん
検
診
に
つ
い
て
、
細
胞
診
だ
け
の
も
の
、
細
胞
診
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
を
含
む
も
の
の

比
率
は
ど
の
程
度
か
。
政
府
の
把
握
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
示
さ
れ
た
い
。 

二 

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
示
さ
れ
て
い
る
「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
を
含
む
方
法
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
単
独
・
Ｈ
Ｐ
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Ｖ
検
査
と
細
胞
診
の
同
時
併
用
法
・
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
陽
性
者
へ
の
細
胞
診
ト
リ
ア
ー
ジ
法
）
は
死
亡
率
減
少
効
果
の
有
無
を
判

断
す
る
証
拠
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
、
対
策
型
検
診
（
住
民
検
診
）
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
は
勧
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
」
と

の
見
解
に
つ
い
て
、
政
府
の
所
見
如
何
。 

三 

ア
メ
リ
カ
の
子
宮
が
ん
検
診
で
は
、
三
十
歳
以
上
の
女
性
に
「
細
胞
診
」
と
「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
」
の
併
用
が
積
極
的
に
推
奨

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
政
府
の
所
見
如
何
。 

四 

日
本
産
科
婦
人
科
学
会
、
日
本
婦
人
科
が
ん
検
診
学
会
等
の
学
術
団
体
や
日
本
産
婦
人
科
医
会
な
ど
の
検
診
を
実
行
し
て

い
る
団
体
で
は
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
は
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
併
用
検
診
を
強
く
推
奨
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
政
府
の
所
見

如
何
。 

五 

関
係
学
会
か
ら
も
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
併
用
検
診
が
強
く
推
奨
さ
れ
て
い
る
現
在
、
「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
を
含
む
方
法
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査

単
独
・
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
と
細
胞
診
の
同
時
併
用
法
・
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
陽
性
者
へ
の
細
胞
診
ト
リ
ア
ー
ジ
法
）
は
死
亡
率
減
少
効
果

の
有
無
を
判
断
す
る
証
拠
が
不
十
分
で
あ
る
」
と
は
も
は
や
言
え
な
い
の
で
あ
り
、
こ
の
従
来
の
見
解
を
変
更
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。 

六 

五
に
関
連
し
て
、
現
在
、
政
府
内
で
関
係
学
会
の
見
解
を
受
け
、
従
来
の
見
解
の
見
直
し
作
業
な
ど
に
着
手
し
て
い
る
事
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実
は
あ
る
か
。 

七 
子
宮
頸
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
政
府
は
、
関
係
学
会
な
ど
の
現
時
点
の
知
見
に
基
づ
い
て
、
従
来
の
見
解
を
修
正
し
、

細
胞
診
に
加
え
て
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
の
併
用
検
診
に
公
費
助
成
の
範
囲
を
拡
大
し
て
、
こ
れ
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
政
府
の
見
解

如
何
。 

 

右
質
問
す
る
。 


